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は
じ
め
に

鞠
智
城
は
、『
日
本
書
紀
』
天
智
天
皇
四
年
（
六
六
五
）
八
月
条
に
築
城
記

事
の
あ
る
大
野
城
や
基
肄
城
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
築
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
（
熊
本
県
教
委
二
〇
一
二
）。
そ
の
前
年
の
『
日
本
書
紀
』
天
智
天
皇
三
年

（
六
六
四
）
是
歳
条
に
は
、

於
二
対
馬
島
・
壱
岐
島
・
筑
紫
国
等
一
、
置
二
防
与
一レ
烽
。
又
於
二
筑
紫
一
、

築
二
大
堤
一
貯
レ
水
、
名
曰
二
水
城
一
。

と
、
対
馬
島
・
壱
岐
島
・
筑
紫
国
等
に
防
（
防
人
）
と
烽
が
置
か
れ
、
筑
紫
に

水
城
が
築
か
れ
た
。
こ
れ
ら
は
六
六
三
年
の
白
村
江
で
の
唐
・
新
羅
連
合
軍
へ

の
敗
戦
に
伴
う
も
の
で
、
朝
鮮
半
島
か
ら
九
州
北
部
へ
の
侵
攻
へ
の
備
え
と
し

て
国
家
的
に
烽
を
整
備
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

烽
に
よ
る
情
報
伝
達
は
漢
代
の
中
国
辺
境
で
の
事
例
が
有
名
で
、
制
度
・
技

術
的
に
様
々
な
限
界
も
あ
る
も
の
の
、
古
代
に
お
い
て
は
最
速
の
情
報
伝
達
手

段
で
あ
る
。
右
の
記
事
は
大
野
城
を
始
め
と
す
る
古
代
山
城
築
造
記
事
に
先
立

つ
も
の
で
、
敵
の
襲
来
を
い
ち
早
く
筑
紫
大
宰
や
中
央
へ
伝
え
る
態
勢
を
急
い

で
整
え
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

右
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
古
代
山
城
と
烽
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
も
の
と
み

ら
れ
、
鞠
智
城
に
つ
い
て
も
、
外
郭
線
上
や
近
隣
の
地
名
や
伝
承
か
ら
烽
と
の

関
係
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
天
智
天
皇
三
年
以
降
に
設
置
さ
れ

た
烽
は
、
基
本
的
に
単
体
で
は
な
く
都
や
大
宰
府
ま
で
連
な
っ
て
機
能
す
る
も

の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
烽
の
実
態
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
検
討
が
不
十
分
で
あ
る
。

筆
者
は
近
年
、
古
代
の
烽
と
の
関
連
が
認
め
ら
れ
る
「
ト
ビ
」
を
冠
す
る
地

名
（
ト
ビ
地
名
と
呼
ぶ
）
に
関
心
を
も
ち
、
地
形
や
立
地
（
交
通
路
な
ど
と
の

関
係
）な
ど
を
頼
り
に
烽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
復
元
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る（
大

高
二
〇
一
八
。
以
下
、
旧
稿
と
呼
ぶ
）。
本
稿
で
は
、
熊
本
県
域
に
お
い
て
ト

ビ
地
名
を
始
め
と
す
る
古
代
の
烽
に
関
わ
る
可
能
性
の
あ
る
地
名
を
集
成
・
吟

味
し
て
、
烽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
復
元
の
可
否
を
検
討
し
、
そ
の
中
で
の
鞠
智
城

の
位
置
づ
け
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
古
代
の
烽
の
立
地
と
地
名

旧
稿
と
重
複
す
る
部
分
は
あ
る
が
、
古
代
の
烽
の
基
本
的
性
格
、
特
に
立
地

形
態
や
地
名
と
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
、
本
稿
に
お
け
る
問
題
意
識
と
分
析

視
角
を
提
示
す
る
（
一
）。

（
一
）
史
料
に
み
る
烽
の
基
本
的
性
格

先
述
の
天
智
天
皇
三
年
是
歳
条
な
ど
史
料
に
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
瀬

戸
内
か
ら
畿
内
に
か
け
て
の
西
日
本
に
も
そ
の
後
間
も
な
く
烽
が
整
備
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
、「
蝦
夷
戦
争
」
が
激
化
し
た
八
世
紀
後
半
以
降
は
東
北
・
東
日

本
に
も
烽
が
整
備
さ
れ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
確
実
な
古
代
の
烽

大
高 

広
和　
　

　

古
代
の
烽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
鞠
智
城
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（
の
烽
火
施
設
）
そ
の
も
の
の
遺
構
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、文
献
史
料
に
よ
っ

て
そ
の
姿
を
想
定
す
る
ほ
か
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
史
料
も
基
本
的
に

は
唐
の
規
定
を
引
き
写
し
た
性
格
の
強
い
養
老
軍
防
令
の
烽
関
係
条
文
（
66
～

76
条
（
二
））
に
限
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
実
態
に
は
謎
が
多
い
。

養
老
軍
防
令
の
規
定
に
よ
れ
ば
（
瀧
川
一
九
五
二
ａ
・
一
九
五
三
、
高
橋

一
九
七
一
、
永
留
一
九
七
九
、
佐
藤
一
九
九
七
、
亀
谷
一
九
九
八
、
松
原

二
〇
〇
九
）、
ま
ず
烽
同
士
は
約
二
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
四
〇
里
）
間
隔
で
設

置
す
る
が
、
相
互
に
視
認
で
き
る
こ
と
が
優
先
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
各
種
の
ノ

ロ
シ
の
再
現
実
験
で
は
、
望
遠
鏡
の
な
い
古
代
に
お
い
て
、
約
二
〇
キ
ロ
も
の

距
離
で
下
記
の
通
り
烽
を
運
用
す
る
こ
と
は
現
実
的
に
は
難
し
い
と
み
ら
れ
て

い
る
（
三
）。
そ
も
そ
も
二
一
キ
ロ
間
隔
で
相
互
に
視
認
で
き
る
位
置
を
確
保
す

る
こ
と
自
体
が
日
本
列
島
の
地
形
で
は
難
し
く
、
実
際
は
律
令
の
規
定
よ
り
狭

い
間
隔
で
設
置
さ
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
安
定
的
な
通
信
に
は
七
キ

ロ
程
度
が
限
界
で
は
と
い
う
見
解
も
あ
る
（
向
井
二
〇
〇
七
）。

昼
は
煙
、
夜
は
火
を
挙
げ
る
数
に
よ
っ
て
敵
の
来
襲
お
よ
び
そ
の
多
寡
を
次

の
烽
に
伝
え
る
仕
組
み
で
、
そ
の
た
め
の
烽
火
施
設
が
三
つ
、
遠
く
か
ら
判
別

で
き
る
よ
う
二
五
歩（
四
五
㍍
）以
上
離
し
て
設
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
こ
れ
も「
山

嶮
地
狭
」
の
場
合
は
明
確
に
区
別
で
き
れ
ば
よ
い
と
さ
れ
た
。
運
用
体
制
と
し

て
は
烽
長
二
人
が
三
烽
以
下
を
検
校
す
る
と
規
定
さ
れ
、
そ
の
下
で
烽
毎
に
烽

子
四
人
が
配
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
天
候
不
良
な
ど
で
煙
や
火
を
挙
げ
て
も
次
の

烽
に
反
応
の
な
い
場
合
は
、
烽
子
が
走
っ
て
知
ら
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
烽
は
交
通
路
に
近
接
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
高
山
の
山
頂
な
ど
は

立
地
と
し
て
適
さ
な
い
。
ま
た
十
分
な
間
隔
を
も
っ
て
三
つ
の
烽
火
施
設
を
設

定
で
き
、
か
つ
付
随
す
る
各
種
構
造
物
の
設
置
場
所
も
確
保
で
き
る
よ
う
な
空

間
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
構
造
物
と
し
て
は
、
発
火
材
（
火
炬
）
を
濡
ら
さ
ず

に
貯
え
て
お
く
「
舎
」
や
、
煙
を
出
す
た
め
の
燃
料
の
保
管
施
設
の
存
在
が
規

定
に
見
え
、
烽
長
や
烽
子
の
た
め
の
詰
所
も
し
く
は
望
楼
の
よ
う
な
建
物
も
存

在
し
た
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
烽
火
施
設
に
つ
い
て
は
、
火
炬
が
乾
燥
さ
せ
た
葦
や
草
を
用
い
て

作
ら
れ
、
発
煙
装
置
が
「
筒
」
状
の
構
造
を
も
つ
竈
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
こ

と
は
軍
防
令
か
ら
窺
わ
れ
る
が
、
そ
の
実
態
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
唐
制

に
は
存
在
す
る
橛
（
ホ
グ
シ
）
を
設
置
す
る
た
め
の
火
台
が
日
本
令
に
は
見
え

ず
、
日
本
で
は
土
坑
な
ど
の
簡
素
な
形
態
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
（
木
下

一
九
八
六
）。

以
上
が
軍
防
令
に
よ
る
基
本
的
な
烽
の
性
格
で
あ
る
が
、
令
の
規
定
が
実
態

に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
立
地
間

隔
が
短
け
れ
ば
、
そ
の
分
相
対
的
に
烽
火
施
設
が
粗
末
な
も
の
で
も
実
用
に
堪

え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
立
派
な
石
組
み
が
築
か
れ
て
い
る
江
戸
時
代
の
烽
火
台

と
は
、
望
遠
鏡
の
有
無
も
含
め
、
や
や
条
件
が
異
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
烽
の
立
地
類
型

烽
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
復
元
に
あ
た
っ
て
は
、
か
つ
て
は
相
互
の
見
通
し
や

軍
防
令
の
間
隔
の
規
定
を
重
視
し
て
、
標
高
の
高
い
独
立
峰
の
山
頂
な
ど
を
つ

な
ぐ
傾
向
に
あ
っ
た
（
豊
一
九
六
八
な
ど
）。
し
か
し
、
右
の
よ
う
に
烽
に
と
っ

て
は
前
後
の
烽
へ
の
見
通
し
に
加
え
、
交
通
路
と
の
関
係
も
重
要
で
、
高
山
で

は
霧
な
ど
の
天
候
上
の
リ
ス
ク
も
高
い
。

そ
し
て
、
一
九
九
五
年
に
「
烽
家
」
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
が
発
見
さ
れ
、

日
本
で
初
め
て
確
実
な
古
代
の
烽
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
栃
木
県
宇
都
宮

市
の
飛と
び
や
ま山
城
跡
（
今
平
一
九
九
七
・
二
〇
〇
八
）
は
、
鬼
怒
川
に
面
し
た
比
高

差
約
二
〇
㍍
の
高
台
（
標
高
一
三
三
㍍
）
で
、
推
定
東
山
道
ま
で
は
約
二
・
五
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キ
ロ
の
距
離
に
立
地
し
て
い
た
た
め
（
第
1
図
）、
む
し
ろ
主
要
な
交
通
路
に

沿
っ
た
独
立
丘
陵
な
ど
が
古
代
の
烽
に
ふ
さ
わ
し
い
地
理
条
件
で
あ
る
こ
と
が

明
確
と
な
っ
た
（
木
下
二
〇
一
三
）。

右
の
理
解
に
基
づ
き
、
史
料
に
み
え
る
烽
の
立
地
を
概
念
的
に
三
つ
の
類
型

に
分
類
し
て
お
く
。

・
Ⅰ
類
［
低
山
型
］

「
成
る
べ
く
低
い
山
で
、
上
り
下
り
が
便
利
で
、
展
望
が
よ
く
、
交
通
路
線

に
近
く
て
、
前
後
二
烽
間
の
距
離
も
都
合
が
よ
い
」
山
（
久
保
山
一
九
三
九
）

で
あ
る
。
前
後
の
関
係
で
互
い
に
見
え
さ
え
す
れ
ば
、
低
丘
陵
程
度
で
も
烽
の

役
目
は
果
た
す
の
で
あ
る
。
飛
山
城
跡
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
タ
イ
プ

が
最
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

史
料
に
み
え
る
実

例
と
し
て
は
、『
日
本

後
紀
』
延
暦
十
五
年

（
七
九
六
）
九
月
己
丑

朔
条
に
み
え
る
牡
山（
男

山
。
標
高
一
四
二
・
五

㍍
。
以
下
、
山
名
に
続

く
数
値
は
標
高
を
示

す
）
は
、
平
安
京
へ
の

遷
都
に
際
し
て
都
に
連

絡
す
る
烽
の
地
に
選
ば

れ
た
、
淀
川
に
隣
接
し

山
陽
道
も
交
通
の
便
の

良
い
低
山
で
あ
る
（
第

2
図
）（
四
）。
平
城
京
の

東
、
春
日
山
西
麓
に
飛
火

野
の
地
名
が
残
る
春
日
烽

は
、
都
で
の
終
点
に
あ
た

る
特
別
な
烽
だ
が
（
瀧

川
一
九
五
二
ｂ
）、
一
応

こ
の
類
型
に
分
類
で
き
よ

う
。

・
Ⅱ
類
［
山
越
え
型
］

平
地
や
低
山
の
間
に
高
い
山
地
が
立
ち
は
だ
か
る
場
合
、
こ
れ
を
越
え
て
い

く
位
置
に
設
け
る
烽
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
る
。

『
続
日
本
紀
』
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
正
月
壬
辰
条
に
、
河
内
国
高
安
烽
を

廃
し
、（
河
内
国
）
高
見
烽
と
大
倭
国
春
日
烽
を
設
置
す
る
と
い
う
記
事
が
あ

る
。
こ
れ
は
平
城
京
に
連
絡
す
る
た
め
の
烽
ル
ー
ト
の
変
更
で
あ
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
る
が
、
藤
原
京
に
通
じ
た
高
安
烽
と
平
城
京
に
通
じ
た
高
見
烽
は

と
も
に
生
駒
山
地
内
に
位
置
す
る
。
前
者
は
『
日
本
書
紀
』
天
智
天
皇
六
年

（
六
六
七
）
十
一
月
是
月
条
に
築
城
記
事
が
あ
り
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
に

廃
さ
れ
た
高
安
城
の
あ
る
高
安
山
南
の
峠
付
近
か
と
想
定
す
る
が
、
は
っ
き
り

し
な
い
。
後
者
は
生
駒
山
（
六
四
二
㍍
）
南
麓
の
暗
く
ら
が
り

峠と
う
げ（
闇
峠
。
奈
良
県
生

駒
市
と
大
阪
府
東
大
阪
市
と
の
境
）
付
近
の
天
照
山
（
五
）（
五
一
〇
㍍
）
か
と

第１図　飛山城跡周辺の地形

第２図　男山（牡山烽）周辺の地形
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想
定
さ
れ
て
お
り
（
瀧
川

一
九
六
一
）、
峠
（
＝
交
通

路
）
と
は
比
高
差
五
五
㍍

程
度
の
た
め
、
立
地
的
に

は
烽
と
し
て
合
理
的
な
地

形
で
あ
る
（
第
3
図
）。
こ

れ
を
参
考
に
す
る
と
、
Ⅱ

類
の
烽
も
山
地
の
最
も
高

い
地
点
と
い
う
よ
り
は
、

峠
付
近
の
小
山
が
そ
の
適

地
で
あ
ろ
う
。

・
Ⅲ
類
［
沿
岸
型
］

海
上
の
異
変
を
察
知
し

て
烽
火
を
挙
げ
始
め
る
た

め
、
あ
る
い
は
遠
く
の
島

か
ら
の
連
絡
を
受
け
る
た

め
の
烽
で
あ
る
。
当
時
の

沿
岸
防
衛
体
制
か
ら
す
る

と
、
沿
岸
で
は
防
人
（
崎

守
・
前
守
）
が
駐
在
し
て

い
た
は
ず
で
、
烽
の
要
員

と
と
も
に
敵
の
来
襲
へ
の

警
戒
・
見
張
り
を
行
い
、

大
宰
府
・
中
央
へ
連
絡
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
冒
頭

で
引
用
し
た
『
日
本
書
紀
』
天
智
天
皇
三
年
是

歳
条
の
よ
う
に
、
白
村
江
で
の
敗
戦
後
、
防
と

烽
の
設
置
が
山
城
の
設
置
に
先
駆
け
て
現
れ
て

い
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
構
図
を
物

語
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料
上
で
は
、『
肥
前
国
風
土
記
』
で
唯

一
所
在
が
明
確
な
松
浦
郡
の
褶ひ
れ
ふ
り振
烽
が
こ
の

類
型
に
合
致
し
、
北
に
玄
界
灘
を
望
み
壱
岐

方
面
の
海
域
の
監
視
に
適
し
た
、
唐
津
市
の

鏡
山
（
領ひ
れ
ふ
り

巾
振
山
。
約
二
八
四
㍍
）
の
山
上

に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
（
第
4
図
）（
木
下

二
〇
一
三
）。
大
宰
府
と
壱
岐
・
対
馬
と
を
つ
な

ぐ
西
海
道
対
馬
路
（
駅
路
名
称
に
つ
い
て
は
木

本
二
〇
〇
三
に
よ
る
）
が
鏡
山
の
南
麓
を
通
る

と
み
ら
れ
、
こ
の
類
型
の
烽
も
や
は
り
交
通
路

と
無
関
係
で
は
な
い
が
、
あ
る
程
度
広
い
見
晴

ら
し
が
得
ら
れ
る
、
沿
岸
部
の
山
上
に
位
置
し

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
立
地
の
三
類
型
を
踏
ま
え
、
沿
岸
か

ら
の
烽
に
よ
る
情
報
伝
達
を
模
式
化
す
る
と
、

第
5
図
の
よ
う
に
な
る
。
古
代
日
本
に
お
い
て

は
、
地
形
・
地
域
次
第
で
は
あ
る
も
の
の
概
ね

Ⅰ
類
を
基
本
と
し
て
、
二
一
キ
ロ
よ
り
は
狭
い

第 3図　天照山（高見烽）周辺の地形第 4図　鏡山（褶振烽）周辺の地形

第 5図　烽の立地と連絡構造模式図
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間
隔
で
烽
が
設
置
さ
れ
、
都
や
大
宰
府
ま
で
の
情
報
伝
達
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

形
成
さ
れ
て
い
た
と
想
定
し
た
い
。

（
三
）
烽
の
名
称
と
想
定
地
の
地
名

最
後
に
、
烽
探
索
の
手
が
か
り
と
な
る
烽
と
地
名
と
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と

め
て
お
く
。

『
和
名
類
聚
抄
』（
巻
十
二
〔
二
十
巻
本
〕、燈
火
部
「
烽
燧
」）
や
『
万
葉
集
』

（
巻
六
―
一
〇
四
七
番
歌
（
六
））、『
古
今
和
歌
集
』
巻
一
（
七
）
な
ど
に
よ
れ
ば
、

古
代
日
本
に
お
い
て
烽
は
「
と
ぶ
ひ
」
と
称
さ
れ
て
い
た
（
八
）。

先
述
の
宇
都
宮
市
の
飛
山
城
跡
は
、
中
世
に
お
い
て
は
「
ト
ミ
ヤ
マ
」
な
い

し
「
ト
ビ
ヤ
マ
」
と
発
音
さ
れ
、
南
北
朝
時
代
の
「
富
山
」「
鴟
山
」
の
漢
字

表
記
が
戦
国
時
代
に
「
飛
山
」
に
変
化
し
て
お
り
（
峰
岸
一
九
九
七
）、
そ
の

城
名
は
古
代
の
烽
に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
『
古
今
和
歌
集
』
に
詠
ま

れ
た
奈
良
の
春
日
野
の
烽
（
春
日
烽
）
も
、
飛
火
野
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、現
段
階
で
確
実
に
古
代
の
烽
に
由
来
す
る
と
言
え
る
地
名
は
「
と

ぶ
ひ
」
に
由
来
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
。「
ト
ビ
（
飛
・
鳶
な
ど
）」「
ト
ミ
（
富

な
ど
）」
を
冠
す
る
地
名
の
う
ち
、「
飛
渡
」「
飛
石
」
な
ど
の
渡
河
点
や
「
福
富
」

な
ど
の
好
字
と
し
て
の
「
富
」
に
由
来
す
る
も
の
な
ど
は
除
く
、「
ト
ビ
ヤ
マ
」

「
ト
ビ
ツ
カ
」「
ト
ビ
ク
マ
」
な
ど
烽
に
由
来
す
る
蓋
然
性
が
高
い
と
判
断
さ

れ
る
地
名
に
対
し
、
右
に
検
討
し
た
よ
う
な
立
地
条
件
を
考
慮
す
れ
ば
、
烽
探

索
の
有
力
な
手
が
か
り
に
で
き
る
（
九
）（
大
高
二
〇
一
八
）。

も
う
一
つ
有
力
な
の
は
、
従
来
の
研
究
で
注
目
さ
れ
て
き
た
「
火
」
に
ま
つ

わ
る
「
ヒ
ノ
ヤ
マ
」
系
の
地
名
・
山
名
で
あ
る
。
特
に
、『
肥
前
国
風
土
記
』

で
は
烽
二
十
所
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
養
父
郡
の
烽
が
佐
賀

県
鳥
栖
市
の
「
朝
日
山
」
に
、
神
埼
郡
の
烽
が
神
埼
市
の
「
日
ノ
隈
山
」
に
比

定
さ
れ
て
い
る
（
久
保
山
一
九
三
九
、
木
下
一
九
九
七
）。
こ
れ
ら
は
佐
賀
平

野
を
一
望
で
き
る
標
高
一
〇
〇
㍍
台
の
低
山
で
、
駅
路
に
も
近
く
両
烽
間
の

距
離
は
一
三
キ
ロ
弱
で
あ
る
。
古
代
の
烽
に
関
係
す
る
蓋
然
性
は
高
い
と
言
え

よ
う
。
烽
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
立
地
条
件
か
を
加
味
す
れ
ば
、「
ヒ
ノ
ヤ
マ
」

系
の
地
名
も
烽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
復
元
の
手
が
か
り
と
し
て
用
い
る
べ
き
だ
ろ
う

（
木
下
一
九
八
六
、
木
本
二
〇
〇
四
、
向
井
二
〇
〇
七
）。

ま
た
、
先
述
の
『
日
本
書
紀
』
天
智
天
皇
三
年
是
歳
条
で
は
、
烽
に
対
し
て

「
ス
ス
ミ
」
の
古
訓
が
伝
わ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
鞠
智
城
跡
で
は
西
側
土

塁
線
北
側
の
見
晴
ら
し
の
良
い
高
所
に
通
称
「
涼
み
ヶ
御
所
」（
一
六
七
・
五

㍍
）
と
い
う
地
点
が
あ
り
、「
烽
見
ヶ
御
所
」
の
字
を
当
て
、
望
楼
の
存
在
な

ど
烽
と
の
関
連
を
想
定
す
る
考
え
が
あ
る
（
久
保
山
一
九
三
九
、
熊
本
県
教
委

二
〇
一
二
）。
近
世
の
地
誌
類
で
は
、「
涼
み
ヶ
御
所
」
は
由
来
不
明
と
し
つ

つ
も
米
原
長
者
の
妻
の
納
涼
の
地
を
土
民
が
名
付
け
た
と
い
う
説
が
紹
介
さ
れ

（『
肥
後
地
志
略
』）、
長
者
伝
説
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
現
段
階
で
は
「
ス

ス
ミ
」
が
烽
と
実
際
に
結
び
つ
く
か
は
定
か
で
な
く
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後

述
し
た
い
。

鞠
智
城
で
は
ほ
か
に
、
西
側
土
塁
線
中
央
付
近
の
最
高
所
が
通
称
「
灰
塚
」

（
一
六
五
・
五
㍍
）
と
呼
ば
れ
、現
在
は
展
望
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。「
涼
み
ヶ

御
所
」
か
ら
南
方
へ
の
視
界
は
こ
の
「
灰
塚
」
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
遮
ら
れ
て

お
り
、
ま
た
烽
の
痕
跡
と
し
て
の
灰
の
層
の
存
在
を
示
唆
す
る
地
名
の
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
む
し
ろ
「
灰
塚
」
の
方
が
注
意
さ
れ
る
（
木
下
二
〇
〇
二
）。

し
か
し
「
ス
ス
ミ
」
と
同
様
に
、
古
代
の
烽
に
由
来
す
る
も
の
か
は
っ
き
り
し

な
い
た
め
、
や
は
り
後
述
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

以
上
を
踏
ま
え
、
熊
本
県
域
の
烽
に
関
連
す
る
可
能
性
の
あ
る
地
名
を
集
成

し
、
立
地
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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二
　
熊
本
県
域
の
烽
関
連
地
名

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
以
降 

、
全
国
的
な
地
誌
編
纂
事
業
が
行
わ
れ
、
同

十
五
年
か
ら
十
七
年
に
か
け
て
は
小
字
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
大

部
分
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
、
青
森
・
秋
田
・
宮
城
・
福
岡
・
熊
本
・
大
分
・

佐
賀
・
鹿
児
島
の
各
県
の
分
だ
け
が
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
残
っ
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
（
一
〇
）。
さ
ら
に
熊
本
県
に
お
い
て
は
、
地
誌
編
纂
事
業
に
お
い
て
提

出
さ
れ
た
郡
誌
・
村
誌
の
副
本
（
原
本
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
）
が
残
っ
て
お

り
、
全
国
的
に
も
大
変
貴
重
で
あ
る
（
熊
本
県
立
図
書
館
所
蔵
）。
村
誌
に
は

は
明
治
六
年
以
降
の
地
租
改
正
に
伴
う
地
引
絵
図
と
の
照
合
や
明
治
十
四
年
九

月
以
降
の
県
土
木
課
に
よ
る
測
量
を
踏
ま
え
た
村
図
が
含
ま
れ
、
さ
ら
に
そ
の

多
く
が
一
般
に
刊
行
さ
れ
た
各
自
治
体
史
類
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
活
用
し
、
ト
ビ
地
名
や
ヒ
ノ
ヤ
マ
地
名
の
集
成
と
位
置
の
特
定
、

烽
の
立
地
と
し
て
の
妥
当
性
の
評
価
を
行
っ
た
（
一
一
）。
ま
た
、
小
字
以
外
に
も

山
の
呼
称
や
神
社
の
名
称
、
中
世
城
館
名
な
ど
に
烽
に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
る

名
称
が
残
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
収
集
・
検
討
に
も
努
め
た
。

な
お
、
並
行
し
て
そ
の
ほ
か
の
古
代
の
烽
に
由
来
す
る
可
能
性
の
あ
る
地
名

に
つ
い
て
も
適
宜
検
討
を
行
っ
た
。
前
項
で
紹
介
し
た
「
ス
ス
ミ
」
に
関
係
が

あ
り
そ
う
な
地
名
に
は
「
涼
松
（
ス
ズ
ミ
マ
ツ
）」
が
一
定
数
見
ら
れ
た
が
、

文
字
通
り
涼
む
た
め
の
松
に
由
来
す
る
地
名
と
見
受
け
ら
れ
た
。
ほ
か
に
「
涼

塚
（
ス
ズ
ミ
ツ
カ
）」
が
一
件
（
阿
蘇
郡
西
原
村
鳥
子
）
あ
り
、
こ
ち
ら
は
烽

の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
鞠
智
城
跡
内
の
「
涼
み
ヶ
御
所
」
を
積

極
的
に
烽
と
評
価
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
（
一
二
）。

ま
た
ヒ
（
火
・
日
・
樋
）
に
関
係
す
る
地
名
も
多
い
が
、「
日
焼
（
ヒ
ヤ
ケ
）」

「
日
当
（
ヒ
ア
テ
）」
な
ど
太
陽
（
日
照
）
に
関
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
、「
樋
渡
・

火
渡
（
ヒ
ワ
タ
シ
）」「
樋
ノ
口
・
火
ノ
口
（
ヒ
ノ
ク
チ
）」
な
ど
本
来
は
用
水

の
た
め
の
樋
に
関
わ
る（
上
村
一
九
九
一
）と
み
ら
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

烽
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
り
そ
う
な
の
は
、
ほ
ぼ
ヒ
ノ
ヤ
マ
系
の
地
名
に
絞

ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
火
に
関
わ
る
「
ヤ
ケ
〔
焼
〕」
地
名
も
、
積
極
的
に
烽
と

の
関
わ
り
を
見
出
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
地
名
が
古
代
の
烽
に
関
係
す
る
可
能
性
は
な
お
若
干
残
さ
れ
る

が
、
ひ
と
ま
ず
は
ト
ビ
地
名
と
ヒ
ノ
ヤ
マ
地
名
（
烽
と
関
わ
り
な
さ
そ
う
な

も
の
は
除
く
（
一
三
））
お
よ
び
「
灰
塚
（
一
四
）」
の
地
名
に
つ
い
て
第
1
表
・
第

7
図
に
示
し
、
地
域
ご
と
に
叙
述
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、「
遠
見
」
地
名

（「
遠
見
山
」
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
近
世
の
遠
見
番
所
に
関
わ
る
も
の
が
大

半
だ
が
、
小
字
「
富
塚
」
と
隣
接
し
て
い
る
例
も
あ
る
の
で
一
応
対
象
に
含

め
て
お
く
（
一
五
）。
古
代
の
交
通
路
に
つ
い
て
は
以
下
の
諸
研
究
・
事
典
類
を

参
照
し
、
特
に
必
要
の
無
い
場
合
は
個
別
に
根
拠
を
示
さ
な
い
こ
と
と
す
る第 6図　木下 2002 による烽復元図
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（
木
下
一
九
七
九
・
二
〇
〇
九
、
鶴
嶋

一
九
七
九
・
一
九
九
七
・
二
〇
〇
四
、
武

部
二
〇
〇
五
、
木
本
二
〇
一
四
、
赤
星

二
〇
一
四
、
網
田
二
〇
一
七
）。

先
行
研
究
と
し
て
は
、
木
下
良
氏
が

第
6
図
の
よ
う
な
筑
後
か
ら
鞠
智
城
周

辺
ま
で
の
烽
ル
ー
ト
の
復
元
想
定
を

行
っ
て
い
る
（
木
下
二
〇
〇
二
）。
交

通
路
に
沿
う
も
の
と
し
て
復
元
し
て
い

る
以
上
、
本
稿
で
の
想
定
と
ル
ー
ト

的
に
は
類
似
し
て
い
る
が
、
烽
間
の

距
離
は
規
定
通
り
約
二
一
キ
ロ
を
基
準

と
し
、
地
名
よ
り
も
山
の
形
状
・
立
地

を
重
視
し
て
い
る
た
め
、
ト
ビ
・
ヒ
ノ

ヤ
マ
系
地
名
に
つ
い
て
は
見
逃
し
て
い

る
。

（
一
）
玉
名
郡
・
山
本
郡

大
宰
府
か
ら
南
へ
向
か
う
西
海
道
駅

路
（
大
隅
路
）
は
、
旧
稿
で
烽
の
存
在

を
想
定
し
た
み
や
ま
市
高
田
町
亀
谷
の

「
飛
塚
（
鳶
塚
）」
付
近
（「
車
地
」
地

名
も
並
存
）
を
通
過
し
て
、肥
後
国
（
南

関
町
）
へ
と
入
る
。
ど
の
よ
う
に
肥
後

国
内
の
烽
に
接
続
し
て
い
く
の
か
が
未

第 7図　熊本県の烽関連地名と古代交通路（破線は主な異説を表示したもの）
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詳
で
、
こ
の
「
飛
塚
」
の
烽
想
定
は
不
確
実
だ
が
、
駅
路
は
や
が
て
七
世
紀
後

半
に
遡
る
軍
用
道
路
と
み
ら
れ（
木
下
二
〇
〇
三
）、鞠
智
城
へ
向
か
う「
車
路
」

官
道
の
ル
ー
ト
と
、
肥
後
国
府
が
所
在
し
た
飽
田
・
託
麻
郡
方
面
に
向
か
う
「
延

喜
式
駅
路
」
の
ル
ー
ト
に
分
か
れ
る
。

現
在
の
九
州
自
動
車
道
と
並
走
す
る
「
延
喜
式
駅
路
」
ル
ー
ト
方
面
で
は
、

南
関
町
下
坂
下
字
米
田
に
駅
路
に
近
接
し
た
位
置
に
所
在
す
る
中
世
の
坂
下
城

が
、か
つ
て
「
ト
ビ
ノ
ヲ
の
城
」
の
別
称
（
一
六
）
を
も
っ
て
お
り
、城
内
に
は
「
ト

ビ
の
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
る
区
画
（
東
西
五
七
㍍
、
南
北
六
〇
㍍
）
が
存
在
す
る

こ
と
が
注
意
さ
れ
る
（
熊
本
県
教
委
一
九
七
八
）。
城
は
標
高
七
八
㍍
の
丘
陵

の
南
端
部
分
に
位
置
し
、
現
状
は
樹
林
に
よ
っ
て
周
囲
の
視
界
は
遮
ら
れ
て
い

る
が
、
地
形
デ
ー
タ
に
よ
る
視
認
解
析
に
よ
れ
ば
少
な
く
と
も
東
南
の
駅
路
の

進
行
方
向
へ
の
視
界
は
良
好
で
、
和
水
町
用
木
の
「
富
尾
（
ト
ミ
オ
ウ
）」
へ

は
七
キ
ロ
弱
の
距
離
で
接
続
す
る
。

用
木
の
「
富
尾
」
は
や
は
り
現
在

の
九
州
道
お
よ
び
県
道
三
号
線
沿
い

で
、同
地
区
北
東
の
荒
平
山
（
一
九
三

㍍
）
の
西
麓
に
あ
た
っ
て
い
る
。

「
ト
ミ
ノ
オ
」
の
地
名
は
、「
烽
の

尾
」
で
烽
が
あ
っ
た
山
の
麓
、
裾
を

意
味
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
、
必
ず

し
も
小
字
の
位
置
に
烽
を
想
定
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
九
州
道
か
ら
撮
影

し
た
第
8
図
の
最
も
高
い
辺
り
が
荒

平
山
で
、
烽
自
体
は
九
州
道
か
ら
も

形
状
が
判
別
し
や
す
い
一
つ
南
の
山

の
上
に
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
そ
の
南
麓
（
左
側
）
の
小
丘
陵
付
近
の

小
字
が
「
保
立
目
（
ホ
タ
チ
メ
）」
で
、
こ
れ
も
烽
に
関
わ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
次
の
烽
に
つ
い
て
は
、
熊
本
市
北
区
植
木
町
（
旧
山
本
郡
）
の
平
尾

山
（
二
一
五
㍍
）
や
岩
野
山
（
二
一
七
㍍
）
が
約
八
キ
ロ
の
距
離
で
位
置
し
て

お
り
、
烽
関
連
地
名
は
見
出
せ
な
い
が
立
地
と
し
て
は
都
合
が
よ
い
。

一
方
、「
車
路
」
ル
ー
ト
の
方
は
、
菊
池
川
を
挟
む
こ
と
に
な
る
が
和
水
町

の
下
津
原
に
飛
尾
社
と
い
う
神
社
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
現
阿
蘇
神
社

（
一
七
））。
烽
自
体
は
同
社
の
南
側
の
標
高
八
〇
㍍
台
の
丘
陵
地
が
候
補
地
と
な

り
、
約
一
二
キ
ロ
先
に
次
の
烽
と
考
え
ら
れ
る
山
鹿
市
の
日
岡
山
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
想
定
と
し
て
は
悪
く
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
や
は
り
官
道
沿
い
の
烽
の
適
地
と
言
え
る
位
置
に
ト
ビ
地

名
が
分
布
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
に
加
え
、
筑
後
国
三
池
郡
家
や
玉
名
郡

家
を
結
ぶ
、
駅
路
以
外
の
交
通
路
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対

応
す
る
よ
う
に
福
岡
県
大
牟
田
市
か
ら
熊
本
県
荒
尾
市
、
玉
名
市
を
経
て
熊
本

市
（
植
木
町
）
へ
と
至
る
沿
岸
部
に
ト
ビ
・
ヒ
ノ
ヤ
マ
地
名
が
散
見
す
る
。

ま
ず
福
岡
県
域
で
、
旧
三
池
郡
、
み
や
ま
市
高
田
町
田
尻
の
森
山
宮
の
背
後
、

標
高
九
一
㍍
に
城
館
遺
構
が
あ
り
、
こ
れ
を
飛
塚
城
（
田
尻
城
・
田
尻
飛
塚
城
）

と
言
っ
た
ら
し
い
（
福
岡
県
教
委
二
〇
一
七
）。
こ
の
北
の
山
裾
に
沿
っ
て
駅

路
か
ら
分
か
れ
た
道
が
東
西
に
走
り
、
三
池
郡
家
に
至
っ
た
後
で
地
形
に
沿
っ

て
向
き
を
南
へ
変
え
る
。
す
る
と
西
の
丘
陵
（
最
高
所
一
二
三
㍍
）
の
西
麓
、

大
牟
田
市
岬
地
区
に
「
鳶
ヶ
浦
」
が
あ
る
。
こ
の
丘
陵
上
に
烽
が
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
飛
塚
城
と
は
約
五
キ
ロ
の
距
離
で
、
お
互
い
の
位
置
を
う
ま
く
と
れ
ば

視
認
も
可
能
だ
ろ
う
（
一
八
）。

ま
た
荒
尾
市
の
北
部
、
宮
内
に
は
「
日
嶽
」（
五
二
㍍
）
が
あ
る
。
標
高
が

低
く
北
の
大
牟
田
市
方
面
は
山
に
遮
ら
れ
る
な
ど
、
あ
ま
り
条
件
は
良
く
な
い

第8図　和水町用木の「富尾」（荒平山）（南東方向から）
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が
、
一
応
沿
岸
型
Ⅲ
類
の
烽
の
可
能
性
は
残
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
約
六
キ
ロ
東

南
に
あ
る
長
洲
町
の
「
飛
ヶ
浦
」
や
、
次
に
見
る
玉
名
市
の
日
嶽
は
視
認
が
可

能
で
あ
る
。

長
洲
町
の
「
飛
ヶ
浦
」
の
東
約
三
キ
ロ
の
玉
名
市
（
岱
明
町
）
開
田
に
は
、

荒
尾
市
と
玉
名
市
に
ま
た
が
る
筒
ヶ
嶽
（
小
岱
山
。
五
〇
一
㍍
）
の
一
峰
で
あ

る
日
嶽
（
二
〇
一
㍍
）
が
あ
る
。
中
世
に
は
大
野
氏
の
砦
（
日
嶽
城
）
と
な
っ

て
い
て
、
山
頂
の
鶴
城
と
そ
の
麓
（
九
二
㍍
）
の
亀
城
と
が
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
有
明
海
、
雲
仙
岳
、
玉
名
平
野
を
一
望
で
き
る
よ
う
で
あ
る
（
岱
明
町

二
〇
〇
五
）。

ま
た
さ
ら
に
そ
の
東
約
三
～
四
キ
ロ
の
菊
池
川
下
流
右
岸
に
は
、
玉
名
市
富

尾
（
ト
ミ
ノ
オ
）
地
区
が
あ
り
、
こ
の
地
名
は
中
世
に
遡
る
。
西
方
に
は
筒
ヶ

岳
か
ら
東
南
に
降
り
て
き
た
尾
根
が
そ
び
え
、
少
し
谷
を
挟
ん
だ
先
の
小
山
を

金
比
羅
山
（
一
四
七
㍍
）
と
言
う
。
現
在
そ
の
山
頂
に
は
多
数
の
岩
が
転
が
っ

て
い
て
金
比
羅
神
を
祀
る
小
祠
が
あ
り
、
こ
の
山
の
真
南
に
玉
名
郡
家
が
位
置

し
、
そ
の
延
長
に
は
一
・
六
キ
ロ
に
及
ぶ
直
線
状
の
「
郡
衙
道
」
が
伸
び
る
こ

と
か
ら
、
磐
座
祭
祀
の
場
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
（
坂
田
一
九
九
七
）、
山
頂

中
心
部
に
あ
る
直
径
・
高
さ
約
二
㍍
の
自
然
石
に
つ
い
て
、
地
元
地
名
研
究
者

の
上
村
重
次
氏
が
「
こ
こ
で
ノ
ロ
シ
を
た
い
た
」「
金こ
ん
ぴ
ら平
さ
ん
は
軍
の
神
さ
ま
」

と
い
う
伝
承
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
上
村
一
九
九
一
）。
伝

承
の
情
報
源
が
未
詳
だ
が
、
金
毘
羅
山
は
標
高
が
高
す
ぎ
な
い
一
方
で
目
立
ち

や
す
く
、
西
側
の
樹
木
が
な
け
れ
ば
西
・
南
・
東
の
三
方
に
視
界
が
開
け
る
。

こ
こ
か
ら
は「
延
喜
式
駅
路
」沿
い
の
和
水
町
用
木
の「
富
尾
」が
北
東
方
向
八
・

五
キ
ロ
先
に
視
認
で
き
、
熊
本
市
北
部
で
駅
路
に
合
流
す
る
道
が
延
び
て
い
く

と
み
ら
れ
て
い
る
南
東
方
向
の
約
一
二
キ
ロ
先
、熊
本
市
北
区
植
木
町
富
応
（
ト

ミ
オ
ウ
）
地
区
に
お
い
て
も
、
視
認
可
能
な
範
囲
が
あ
る
。
伝
承
の
真
偽
は
と

も
か
く
、「
富
尾
」
の
地
名
の
由
来
と
な
っ
た
烽
が
金
毘
羅
山
山
頂
付
近
に
存

在
し
た
蓋
然
性
は
高
い
と
判
断
す
る
。

右
に
列
挙
し
た
地
名
が
全
て
烽
に
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
以

上
の
よ
う
に
玉
名
郡
は
沿
岸
部
に
も
有
力
な
烽
関
連
地
名
が
散
見
す
る
の
で
、

複
数
の
沿
岸
型
（
Ⅲ
類
）
の
烽
に
よ
る
有
明
海
・
島
原
湾
沿
岸
の
警
戒
が
行
わ

れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

（
二
）
山
鹿
郡
・
菊
池
郡
・
合
志
郡
（
一
九
）

続
い
て
、
鞠
智
城
近
辺
の
烽
関
連
地
名
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

「
車
路
」
官
道
に
沿
う
よ
う
に
位
置
す
る
山
鹿
市
（
菊
鹿
町
）
の
日
岡
山

（
三
一
三
㍍
）
は
、
鞠
智
城
の
西
側
外
郭
線
か
ら
木
野
川
・
内
田
川
流
域
の
低

地
を
挟
ん
で
西
に
約
四
キ
ロ
の
距
離
に
あ
る
。『
肥
後
国
誌
』（
巻
六
、
菊
池
郡

深
川
手
永
、
米
原
村
）
に
は
、
鞠
智
城
の
米
原
長
者
が
一
日
で
田
植
え
を
終
わ

ら
せ
る
た
め
に
日
岡
山
に
油
三
千
樽
で
火
を
付
け
、
田
植
え
は
終
わ
っ
た
も
の

の
天
罰
で
夜
に
「
火
の
輪
」
が
出
て
長
者
の
屋
敷
・
倉
庫
か
ら
日
岡
山
ま
で
一

円
灰
燼
と
な
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
よ

う
に
、
日
岡
山
に
烽
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
伝
承
、
も
し
く
は
烽
に
由
来

す
る
山
名
か
ら
考
え
出
さ
れ
た
説
話
と
い
う
可
能
性
は
十
分
あ
る
だ
ろ
う
。
日

岡
山
も
北
か
ら
降
り
て
き
た
尾
根
の
先
端
付
近
に
あ
た
り
、
あ
ま
り
高
い
山
で

は
な
く
、
ほ
か
の
烽
想
定
地
の
立
地
と
似
通
っ
て
い
る
。

な
お
、
鞠
智
城
の
北
方
の
山
鹿
市
菊
鹿
町
池
永
に
存
在
し
た
灰
塚
古
墳
（
合

瀬
川
古
墳
）
は
、
日
岡
山
や
交
通
路
と
の
関
係
な
ど
、
烽
を
想
定
す
べ
き
積
極

的
理
由
に
乏
し
い
。

さ
て
、「
車
路
」
官
道
は
鞠
智
城
の
南
を
通
り
南
東
へ
向
か
い
、
花
房
台
地

に
上
っ
た
後
に
南
西
方
向
、
肥
後
国
府
方
面
に
向
か
う
本
路
と
阿
蘇
方
面
に
向
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か
う
豊
肥
支
路
と
に
分
か
れ
る
。
こ
の
付
近（
菊
池
市
泗
水
町
）に
は
、「
車
地
」

の
小
字
と
と
も
に
ト
ビ
地
名
が
集
中
し
て
い
る
。

富
納
（
ト
ミ
ノ
ウ
）
地
区
に
つ
い
て
は
、『
肥
後
国
誌
』（
巻
五
、
合
志
郡

竹
迫
手
永
）
に
「
里
俗
の
説
、
往
古
菅
公
太
宰
府
に
お
い
て
薨
去
の
時
、
神
霊

一
片
の
白
旛
と
な
り
飛
び
去
り
給
う
に
、
御
子
四
ツ
寺
某
其
の
御
跡
を
追
い
山

川
を
超
え
て
此
地
に
留
り
給
う
。
依
り
て
飛
納
と
言
い
、
今
訛
り
て
富
納
と
書

け
り
。」
と
あ
る
。
大
宰
府
ま
で
の
連
絡
す
る
烽
の
記
憶
に
関
す
る
も
の
か
と

も
想
像
さ
れ
る
が
、
富
納
村
が
鎌
倉
時
代
に
は
太
宰
府
天
満
宮
安
楽
寺
の
荘
園

で
、
灯
油
の
納
所
で
あ
っ
た
（
泗
水
町
二
〇
〇
一
）
こ
と
に
由
来
す
る
の
だ
ろ

う
。
同
地
区
に
隣
接
す
る
住
吉
地
区
内
の
「
飛
熊
」
の
地
名
も
、
中
世
の
飛
熊

城
ま
で
遡
る
（『
肥
後
国
誌
』
同
）。
吉
富
地
区
内
に
も
「
富
」
や
「
富
の
原
」（
後

者
は
戦
後
の
開
拓
に
よ
り
で
き
た
地
名
）
が
あ
る
な
ど
、
ト
ビ
地
名
が
錯
綜
し

て
い
る
が
、
菊
池
平
野
を
挟
ん
で
約
七
キ
ロ
程
の
距
離
で
鞠
智
城
と
対
峙
す
る

こ
の
花
房
台
地
上
の
ど
こ
か
に
、
烽
が
あ
っ
た
蓋
然
性
は
高
い
。
こ
こ
か
ら
日

岡
山
ま
で
の
距
離
は
約
一
〇
キ
ロ
で
、
こ
れ
も
適
当
な
距
離
で
あ
る
。

そ
の
後
は
残
念
な
が
ら
阿
蘇
方
面
に
向
か
う
豊
肥
支
路
に
沿
う
烽
関
連
地
名

は
見
出
せ
ず
、
国
府
ヘ
向
か
う
本
路
沿
い
に
も
明
確
な
も
の
は
な
い
。
本
路
に

近
い
合
志
市
栄
に
小
字
「
遠
見
塚
」、同
御
代
志
に
「
灰
塚
」
の
地
名
が
残
る
が
、

泗
水
町
の
ト
ビ
地
名
集
中
域
と
は
四
～
五
キ
ロ
程
度
の
距
離
で
、
地
形
的
に
も

決
め
手
に
欠
く
。
次
の
烽
を
先
述
の
熊
本
市
植
木
町
の
平
尾
山
や
岩
野
山
、
木

下
良
氏
（
木
下
一
九
七
九
）
に
よ
る
推
定
高
原
駅
家
（
二
〇
）

近
く
の
合
志
市
の

弁
天
山
（
一
四
五
㍍
）
や
二
塚
山
（
一
一
八
㍍
）
と
推
定
し
た
場
合
で
も
、
の

本
路
の
延
長
上
で
あ
る
熊
本
市
池
田
・
徳
王
の
「
富
尾
（
ト
ミ
ノ
オ
）」
付
近

と
し
た
場
合
で
も
、
花
房
台
地
上
か
ら
概
ね
視
認
が
可
能
の
よ
う
だ
か
ら
で
あ

る
。
た
だ
後
者
の
場
合
距
離
は
約
一
六
キ
ロ
で
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
す
る

と
や
や
離
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
菊
池
市
の
北
東
部
、
日
田
方
面
へ
向
か
う
方
面
に
二
つ
小
字
「
ト
ビ

ノ
オ
」
が
あ
る
が
（
原
・
雪
野
）、
必
ず
し
も
全
て
の
ト
ビ
地
名
が
烽
に
由
来

す
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
そ
う
い
っ
た
烽
と
は
無
関
係
の
も
の
と
理
解
し
て

お
く
。

（
三
）
飽
田
郡
・
託
麻
郡

熊
本
市
北
区（
北
部
町
）徳
王
の「
富
尾
畑（
ト
ミ
オ
ハ
タ
）」、西
区
池
田
の「
富

尾
（
ト
ミ
ノ
オ
）」
は
一
連
の
地
名
で
、
坪
井
川
の
対
岸
に
は
木
下
氏
が
烽
を

想
定
し
た
立
田
山
（
一
五
一
㍍
）（
木
下
二
〇
〇
二
）
や
、
熊
本
市
清
水
亀
井

町
（
旧
亀
井
村
）
の
「
灰
塚
」
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
間
を

駅
路
が
通
る
の
で
あ
り
、
こ
の
周
辺
に
一
つ
烽
を
想
定
し
た
い
。

金
峰
火
山
（
主
峰
は
六
六
五
㍍
の
金
峰
山
）
の
外
輪
部
内
に
あ
る
、
熊
本
市

西
区
河
内
町
岳
の
「
富
塚
（
ト
ビ
ノ
ツ
カ
）」
は
、
外
輪
部
の
外
側
が
見
え
な

い
の
で
烽
由
来
と
は
考
え
づ
ら
い
が
、
外
輪
部
か
ら
断
層
に
よ
っ
て
分
断
さ

れ
、
万
日
山
（
一
三
六
㍍
）
と
と
も
に
小
山
地
を
形
成
し
て
い
る
西
区
の
花

岡
山
（
一
三
三
㍍
）
は
、
朝
日
山
の
名
称
を
も
っ
て
い
た
ら
し
い
（
熊
本
市

一
九
九
八
ｂ
）。

『
新
撰
事
蹟
通
考
（
二
一
）』（
巻
四
、編
年
考
徴
二
）
は
、祇
園
社
の
「
社
記
略
」

を
引
用
し
、
祇
園
社
は
承
平
四
年
（
九
三
四
）
に
「
府
中
」
の
西
南
に
勧
請
さ

れ
た
後
、
近
接
す
る
「
車
屋
敷
」
に
移
さ
れ
、
さ
ら
に
天
元
二
年
（
九
七
九
）

に
朝
日
山
、
す
な
わ
ち
祇
園
山
に
移
っ
た
と
い
う
（
祇
園
社
は
さ
ら
に
正
保
四

年
（
一
六
四
七
）
に
北
岡
に
移
り
、
現
在
の
北
岡
神
社
と
な
る
）。
祇
園
山
は

近
代
に
な
り
幕
末
の
志
士
を
祀
る
招
魂
祠
が
建
立
さ
れ
て
以
降
、
花
岡
山
と
称

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
、
ほ
か
に
岡
見
岳
、
勢
高
山
の
別
称
も
も
っ
て
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い
る
。
右
の
社
記
略
の
年
紀
に
は
信
を
置
け
な
い
も
の
の
、
祇
園
社
が
移
っ
て

き
た
後
に
祇
園
山
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
朝
日
山
は
そ

れ
よ
り
古
い
名
称
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
先
述
の
『
肥
前
国
風
土
記
』
所
載
の
烽
の
推
定

地
で
あ
る
。
養
父
郡
の
烽
は
鳥
栖
市
の
朝
日
山
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

交
通
路
と
の
関
係
な
ど
か
ら
か
な
り
蓋
然
性
が
高
い
。
池
田
の
「
富
尾
」
か
ら

は
四
キ
ロ
強
し
か
離
れ
て
い
な
い
が
、
南
側
は
白
川
や
緑
川
な
ど
の
下
流
域
に

沖
積
低
地
の
熊
本
平
野
が
広
が
り
、
条
里
が
検
出
で
き
な
く
な
る
現
在
の
海
岸

線
か
ら
東
に
五
キ
ロ
程
の
辺
り
に
古
代
の
海
岸
線
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら

（
熊
本
市
一
九
九
八
ａ
）、
沿
岸
部
の
烽
と
し
て
の
必
要
性
か
ら
や
む
を
え
な

い
間
隔
な
の
だ
ろ
う
。
南
方
は
湾
入
す
る
島
原
湾
の
向
こ
う
に
宇
土
半
島
、
そ

し
て
そ
の
西
側
に
駅
路
が
走
る
熊
本
平
野
か
ら
益
城
郡
方
面
を
見
渡
す
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。「
朝
日
山
」
な
る
名
称
が
全
て
烽
に
結
び
つ
く
と
い
う
わ
け
で

も
な
い
だ
ろ
う
が
、
花
岡
山
は
熊
本
平
野
の
「
沿
岸
部
」
の
烽
と
し
て
申
し
分

な
い
立
地
条
件
を
備
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
花
岡
山
（
朝
日
山
）
で
は
山
頂
か
ら
箱
式
石
棺
群
が
、
万
日
山
か
ら

は
終
末
期
古
墳
を
含
む
多
数
の
古
墳
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
南
麓
の
春
日

地
区
は
『
日
本
書
紀
』
安
閑
天
皇
紀
に
み
え
る
春
日
野
屯
倉
の
遺
称
地
と
推
定

さ
れ
て
い
る
（
井
上
一
九
七
〇
）。
そ
し
て
そ
の
南
に
広
が
る
二
本
木
遺
跡
群

は
、
肥
後
国
府
（
所
謂
「
飽
田
国
府
」）
も
し
く
は
飽
田
郡
家
の
推
定
地
で
、

八
世
紀
中
葉
の
大
型
掘
立
柱
建
物
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
（
熊
本
市
教
委

二
〇
〇
七
）。
古
く
か
ら
重
要
視
さ
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
四
）
上
益
城
郡
・
下
益
城
郡

先
述
の
朝
日
山
か
ら
南
へ
は
、
熊
本
平
野
を
越
え
宇
土
半
島
の
基
部
方
面
に

連
絡
す
る
こ
と
に
な
る
。
球
磨
駅
家
や
「
益
城
国
府
」
推
定
地
の
向
こ
う
、
熊

本
市
城
南
町
東
阿
高
に
「
飛
尾
（
ト
ビ
ノ
オ
）」
の
小
字
が
あ
る
（
飛
尾
横
穴

群
が
所
在〔
熊
本
県
教
委
二
〇
〇
九
〕）。こ
こ
は
雁
回
山（
木
原
山
。三
一
四
㍍
）

東
麓
の
末
端
部
に
あ
た
り
、「
飛
尾
」
の
尾
根
の
上
方
、
雁
回
山
の
山
上
付
近

や
尾
根
筋
に
烽
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
、
雁
回
山
の
北
側
は
現
在
熊
本
市
南
区
富
合
町
木
原
と
い
う
地
区

だ
が
（
二
二
）、「
富
合
」
の
名
称
は
杉
合
村
と
守
富
（
モ
リ
ド
ミ
）
村
が
合
併
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、「
守
富
」
の
地
名
は
中
世
の
守
富
庄
と
い
う
庄
園
名

に
遡
る
。「
烽
を
守
る
」
と
い
う
意
味
に
も
解
せ
る
の
で
、
雁
回
山
に
存
在
し

た
烽
と
関
わ
り
の
あ
る
地
名
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

駅
路
は
雁
回
山
の
南
方
で
西
の
宇
土
半
島
の
先
端
（
三
角
）
へ
と
向
か
う
ル
ー

ト
と
南
の
大
隅
方
面
へ
向
か
う
ル
ー
ト
に
分
か
れ
る
。
大
隅
方
面
へ
一
〇
㌔
ほ

ど
南
下
す
る
と
、
東
側
に
日
嶽
が
現
わ
れ
る
。
現
宇
城
市
小
川
町
南
小
川
の
日

嶽
（
日
岳
）
は
標
高
二
四
三
㍍
で
、
距
離
的
に
も
烽
の
立
地
と
し
て
申
し
分
な

い
。
現
在
も
九
州
道
が
す
ぐ
麓
を
走
り
、
西
方
に
は
八
代
の
低
地
と
八
代
海
が

広
が
る
。

な
お
、
や
や
内
陸
に
入
っ
た
美
里
町
萱
野
の
「
富
尾
鶴
」
に
つ
い
て
は
、
豊

向
駅
を
宇
城
市
松
橋
町
豊
福
で
は
な
く
、浄
水
寺
石
碑
に
み
え
る
「
肥
公
馬
長
」

と
関
わ
ら
せ
て
（
木
下
一
九
七
九
）、
そ
の
付
近
を
駅
路
が
通
過
す
る
と
い
う

想
定
も
あ
る
が
（
武
部
二
〇
〇
五
）、
必
ず
し
も
有
力
と
は
言
い
難
く
、
烽
と

は
関
わ
ら
な
い
も
の
と
み
て
お
く
。

上
益
城
郡
で
は
、
益
城
町
寺
迫
に
「
灰
塚
」
と
「
遠
見
塚
」
と
が
隣
接
す
る

場
所
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
北
西
一
・
五
キ
ロ
く
ら
い
の
同
町
木
山
お
よ
び
安

永
に
、
間
に
宮
園
地
区
の
一
角
を
挟
ん
で
「
遠
見
塚
」
が
隣
り
合
う
地
点
が
あ

る
。
ま
た
、
嘉
島
町
井
寺
に
も
「
遠
見
塚
」
が
あ
り
、
熊
本
市
の
旧
託
麻
郡
健
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軍
村
に
あ
る
小
字
「
灰
塚
」
も
こ
れ
ら
に
関
わ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
在

知
ら
れ
て
い
る
古
代
の
交
通
路
の
知
見
な
ど
か
ら
は
、
こ
れ
ら
ト
ビ
地
名
・
ヒ

ノ
ヤ
マ
系
地
名
以
外
の
地
名
を
根
拠
に
古
代
の
烽
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を

想
定
す
る
こ
と
は
躊
躇
わ
れ
る
。
今
後
の
検
討
に
委
ね
た
い
。

ま
た
、
山
都
町
島
木
の
「
富
山
（
ト
ミ
ヤ
マ
）」
や
同
緑
川
の
「
遠
見
山
」、

同
貫
原
の
「
遠
見
塚
」
は
い
ず
れ
も
山
深
い
地
方
に
あ
り
、
特
に
遠
見
山
は

一
二
六
八
㍍
の
山
名
で
あ
る
。
古
代
の「
ト
ブ
ヒ
」で
は
な
く「
遠
見（
ト
オ
ミ
）」

を
語
源
と
す
る
地
名
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
五
）
宇
土
郡
・
天
草
郡

宇
土
郡
に
は
有
力
な
烽
関
連
地
名
が
見
当
た
ら
な
い
。
次
の
烽
は
対
岸
の
大

矢
野
島
の
飛
岳（
ヒ
ダ
ケ
。
二
二
八
㍍
）と
仮
定
し
て
も
、飛
岳
か
ら
飽
田
郡（
熊

本
市
）
の
花
岡
山
（
朝
日
山
）
は
見
通
す
こ
と
が
で
き
ず
、下
益
城
郡
（
宇
城
市
）

の
日
嶽
と
の
間
に
は
二
五
キ
ロ
強
も
の
距
離
が
あ
り
、
間
に
一
つ
は
中
継
を
入

れ
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
宇
土
半
島
南
側
の
尾
根
の
一
つ
に
烽
を
想
定
し
て
日

嶽
に
つ
な
ぐ
の
が
穏
当
だ
が
、
北
側
で
も
宇
土
市
長
浜
町
と
網
津
町
に
ま
た
が

る
高
山
（
三
〇
五
㍍
）
あ
た
り
は
何
と
か
花
岡
山
へ
の
連
絡
が
で
き
る
よ
う
で

あ
る
。

さ
て
、
上
天
草
市
大
矢
野
町
の
飛
岳
に
つ
い
て
は
、
音
が
ヒ
ダ
ケ
な
の
で
ト

ビ
地
名
で
は
な
く
ヒ
ノ
ヤ
マ
系
地
名
で
あ
る
。
か
な
り
尖
っ
た
山
の
形
状
を
し

て
お
り
、
遠
く
か
ら
で
も
す
ぐ
判
別
で
き
る
山
で
あ
る
。
事
典
類
に
よ
れ
ば

「
火
岳
」
と
も
書
き
、
烽
火
台
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
三
年
交
替
の
防
人
や

役
人
が
置
か
れ
て
麓
に
は
三さ

ね年
ヶ
浦
の
地
名
が
残
っ
た
と
い
う
。
山
は
古
代
山

城
の
よ
う
に
馬
蹄
形
の
平
面
形
状
を
呈
し
、
今
で
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
採
石

に
よ
っ
て
消
失
す
る
前
に
は
山
頂
の
北
西
の
尾
根
の
一
角
（
比
高
差
約
六
〇

㍍
）
に
野
面
積
み
の
石
塁
が
あ
っ
た
と
い
い
、
烽
火
台
の
施
設
の
可
能
性
が

あ
っ
た
（
第
9
図
）。
し
か
し
山
頂
の
円
形
の
石
囲
い
か
ら
は
近
世
の
銭
貨
の

み
が
採
取
さ
れ
、
中
近
世
の
狼
煙
場
と
み
る
の
が
穏
当
と
さ
れ
て
い
る
（
大
田

二
〇
〇
七
）。
た
だ
し
、
右
の
見
解
を
否
定
す
る
訳
で
は
な
い
が
、
山
の
位
置
・

名
称
・
形
状
な
ど
か
ら
は
、
古
代
の
烽
が
あ
っ
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
と
考

え
る
。
確
か
め
る
術
の
な
く
な
っ
た
こ
と
は
残
念
だ
が
、
周
り
に
こ
れ
以
上
ふ

さ
わ
し
い
候
補
地
も
な
い
た
め
、
こ
こ
に
烽
を
想
定
し
て
論
を
進
め
る
。

天
草
郡
に
は
近
世
の
遠
見
番
所
に
由
来
す
る
地
名
が
多
く
、
そ
れ
ら
に
つ
い

て
は
割
愛
す
る
が
、
天
草
上
島
の
南
東
に
あ
る
樋
島
（
ヒ
ノ
シ
マ
）
は
、
中
央

の
最
高
部
が
二
三
二
㍍
で
、
八
代
海
の
監
視
・
連
絡
の
た
め
の
烽
を
天
草
側
に

も
置
い
た
と
す
れ
ば
適
地
だ
ろ
う
。
飛
岳
ま
で
は
約
二
五
キ
ロ
あ
っ
て
見
通
せ

な
い
が
、
ち
ょ
う
ど
中
間
地
点
の
上
天
草
市
姫
戸
町
姫
浦
の
北
端
、
金
比
羅
山

（
二
五
八
㍍
）
に
遮
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
で
中
継
す
れ
ば
都
合
が
よ
い
こ 第 9図　飛岳周辺図（大田 2007）
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と
に
な
る
。

一
方
、
北
側
の
島
原
湾
方
面
に
は
こ
れ
と
い
っ
た
烽
関
連
地
名
が
な
い
が
、

下
島
の
西
北
端
、
天
草
灘
に
突
き
出
た
陸
繋
島
で
あ
る
苓
北
町
の
富
岡
が
注
意

さ
れ
る
。
近
世
天
草
支
配
の
拠
点
と
さ
れ
、
天
草
・
島
原
の
乱
の
舞
台
と
も
な
っ

た
富
岡
城
は
、
中
世
の
頃
は
袋
の
浦
や
留
岡
（
ト
メ
オ
カ
）
と
称
さ
れ
、
近
世

初
め
に
寺
沢
氏
が
富
岡
と
改
め
た
と
い
う
通
説
に
対
し
、
も
と
も
と
「
ト
ミ
オ

カ
（
遠
見
丘
）」
の
地
名
が
あ
っ
た
と
い
う
考
え
方
も
提
出
さ
れ
て
い
る
（
二
三
）（
苓

北
町
教
委
一
九
八
六
）。
砂
州
で
本
島
（
下
島
）
に
つ
な
が
っ
た
だ
け
の
島
内

に
は
、近
世
の
遠
見
番
所
（
白
岩
崎
、五
五
㍍
）
や
烽
火
場
（
尾
越
、一
〇
〇
㍍
）

が
置
か
れ
て
お
り
、
烽
の
立
地
と
し
て
は
申
し
分
な
い
。

仮
に
烽
火
場
か
ら
飛
岳
ま
で
を
結
ぶ
と
、
な
ん
と
か
視
認
は
可
能
だ
が
距
離

が
四
〇
キ
ロ
を
超
え
て
お
り
、
下
島
お
よ
び
上
島
の
北
岸
部
で
一
度
か
二
度
中

継
し
な
い
と
難
し
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
対
岸
の
島
原
半
島
と
の
連
携
関
係
に
つ

い
て
も
検
討
が
必
要
だ
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

ほ
か
に
も
、
天
草
諸
島
内
に
は
い
く
つ
か
烽
関
連
地
名
が
あ
る
が
、
右
に
見

た
よ
う
な
烽
に
適
し
た
立
地
と
言
い
難
く
、
烽
の
存
在
を
想
定
す
る
の
は
、
上

記
の
飛
岳
や
樋
島
、
富
岡
な
ど
、
八
代
海
や
島
原
湾
を
通
っ
て
九
州
本
島
に
侵

入
し
て
い
く
船
に
対
す
る
も
の
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

（
六
）
八
代
郡
・
芦
北
郡
・
球
磨
郡

（
四
）
の
宇
城
市
の
日
嶽
を
最
後
に
し
て
、
こ
れ
よ
り
南
の
沿
岸
部
に
も
駅

路
は
続
く
も
の
の
、
天
草
郡
を
除
く
と
有
力
な
烽
関
連
地
名
が
な
く
な
る
。
そ

も
そ
も
候
補
も
少
な
い
が
、
水
俣
市
長
野
の
鳶
山
は
、
周
り
の
山
が
高
い
中
で

目
立
つ
よ
う
な
地
点
で
は
な
く
、
烽
が
あ
っ
た
よ
う
な
立
地
に
は
思
え
な
い
。

水
俣
市
袋
の
「
遠
見
」
も
近
世
の
番
所
に
由
来
す
る
も
の
で
、
古
代
の
烽
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を
主
張
す
る
よ
う
な
状
況
に
な
い
。

そ
ん
な
中
で
、
内
陸
に
入
っ
た
球
磨
郡
に
は
や
や
関
連
地
名
が
あ
る
。
し
か

し
、
錦
町
木
上
の
「
鳶
迫
」
は
完
全
な
山
奥
で
不
適
当
だ
し
、
駅
路
の
ル
ー
ト

も
考
え
る
と
、
地
名
だ
け
を
頼
り
に
こ
の
地
域
に
烽
の
存
在
を
考
え
る
の
は
難

し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
七
）
阿
蘇
郡

　

阿
蘇
郡
内
に
は
、
ま
ば
ら
に
烽
関
連
地
名
が
存
在
し
て
い
る
。
豊
肥
支
路

の
駅
路
が
通
る
阿
蘇
外
輪
山
内
側
の
北
部
で
は
、
阿
蘇
市
黒
川
の
「
灰
塚
」
が

交
通
路
に
も
近
接
す
る
丘
陵
に
な
っ
て
お
り
適
地
で
、
外
輪
山
内
に
入
っ
て
く

る
二
重
峠
ま
で
は
西
に
一
〇
キ
ロ
弱
で
、
峠
付
近
に
烽
が
あ
っ
た
と
考
え
る
と

間
隔
と
し
て
は
ち
ょ
う
ど
良
い
。
今
回
検
討
し
た
「
灰
塚
」
の
中
で
は
最
も
そ

れ
ら
し
い
立
地
に
あ
る
が
、
豊
肥
支
路
に
沿
っ
て
豊
後
ま
で
烽
に
よ
る
情
報
伝

達
が
行
わ
れ
て
い
た
か
と
い
う
大
き
な
問
題
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
可

能
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

豊
肥
支
路
の
駅
路
に
つ
い
て
言
え
ば
、
合
志
郡
の
大
津
町
の
「
灰
塚
」
や
、

西
原
村
の
「
涼
塚
」
も
候
補
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
は
熊
本
市
方
面
の
烽
想
定
地

や
花
房
台
地（
泗
水
町
）の
ト
ビ
地
名
集
中
地
域
と
ス
ム
ー
ズ
に
連
絡
で
き
ず
、

烽
を
想
定
す
る
に
は
不
安
が
残
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
阿
蘇
外
輪
山
の
内
外
に
ト
ビ
地
名
等
は
あ
る
が
、
烽
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
存
在
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
に
は
至
ら
な
い
。
駅
路
以
外
の
古
代
交

通
路
の
研
究
の
進
展
を
期
待
し
つ
つ
も
、
今
は
烽
と
は
無
関
係
の
地
名
と
し
て

理
解
し
て
お
き
た
い
。
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三
　
肥
後
国
の
烽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
交
通
路

以
上
の
検
討
か
ら
、
ト
ビ
地
名
・
ヒ
ノ
ヤ
マ
系
地
名
を

中
心
に
、
か
な
り
多
く
の
烽
想
定
地
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
地
名
か
ら
浮
か
び
上
が
る
範
囲
で
は
あ
る
が
、

従
来
の
想
定
に
比
べ
て
よ
り
密
で
、
具
体
的
な
烽
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
見
え
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
で
、「
灰
塚
（
二
四
）」
や
ス
ス
ミ
（
ス
ズ
ミ
）
地
名

は
、
烽
に
関
連
す
る
地
名
で
あ
る
と
い
う
確
信
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
。
旧
稿
に
よ
る
検
討
で
も
、
古
代
山
城
の
内
部

に
は
必
ず
し
も
烽
の
施
設
が
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
一
方
、
城
の
周
辺
に
は
烽
関
連
地
名
が
残
さ

れ
て
い
る
事
例
が
多
か
っ
た
の
で
（
大
野
城
・
基
肄
城
な

ど
）、
鞠
智
城
に
つ
い
て
も
日
岡
山
の
烽
が
そ
う
い
っ
た
存

在
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

本
稿
で
想
定
し
て
い
る
熊
本
県
北
部
か
ら
中
部
に
か
け

て
の
烽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
し
て
示
す
と
第
10
図
の
よ

う
に
な
る
。「
延
喜
式
駅
路
」
ル
ー
ト
お
よ
び
「
車
路
」

ル
ー
ト
双
方
に
ト
ビ
・
ヒ
ノ
ヤ
マ
系
地
名
に
よ
る
烽
候

補
地
が
見
出
さ
れ
、
南
関
町
や
熊
本
市
北
部
に
も
う
一

つ
ず
つ
設
定
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
完
全
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
玉
名

郡
家
な
ど
の
玉
名
郡
の
沿
岸
部
を
通
る
ル
ー
ト
（
木
下

一
九
七
九
・
二
〇
〇
二
）
に
も
烽
が
伴
い
そ
う
で
、有
明
海
・

島
原
湾
沿
岸
の
見
張
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の

だ
ろ
う
。

第 10 図　熊本県北部〜中部の烽ネットワーク（稿）　　　（長い破線は烽同士の接続（視認可能）を示す）



76

こ
れ
ら
の
烽
ル
ー
ト
が
並
存
し
て
い
た
か
と
い
う
問
題
は
、
恐
ら
く
こ
れ
ら

の
交
通
路
が
並
存
し
て
い
た
か
と
い
う
問
題
と
イ
コ
ー
ル
に
な
る
。
七
世
紀
後

半
に
敷
設
さ
れ
た
「
車
路
」
ル
ー
ト
か
ら
九
世
紀
後
半
に
「
延
喜
式
駅
路
」
に

変
化
す
る
と
い
う
鶴
嶋
氏
の
説
（
鶴
嶋
一
九
七
九
）
も
説
得
的
だ
が
、
八
世
紀

以
降
に
は
、
西
海
道
で
も
北
部
九
州
沿
岸
以
外
で
は
烽
の
存
在
意
義
は
薄
れ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（
二
五
）。九
世
紀
後
半
の
延
喜
式
駅
路
の
新
置
に
伴
っ
て
、

和
水
町
用
木
な
ど
に
烽
を
設
置
す
る
ル
ー
ト
の
変
更
が
律
儀
に
行
わ
れ
た
と
理

解
す
る
の
は
な
か
な
か
苦
し
い
。

も
っ
と
も
、
烽
の
存
在
自
体
は
地
名
や
立
地
か
ら
の
推
測
で
何
も
証
明
さ
れ

て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
上
記
の
烽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
積
極
的
に
評
価

す
る
な
ら
ば
、「
車
路
」
ル
ー
ト
や
「
延
喜
式
駅
路
」
ル
ー
ト
、
玉
名
郡
沿
岸

ル
ー
ト
の
各
交
通
路
が
、
当
初
か
ら
並
存
し
て
い
た
と
見
る
方
が
穏
当
で
あ
る

（
日
野
一
九
九
六
、
木
下
二
〇
〇
二
、
木
本
二
〇
一
四
）。
ま
た
本
稿
で
は
結

論
は
保
留
し
た
が
、
豊
肥
支
路
に
伴
っ
て
豊
後
ま
で
連
絡
し
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
。
烽
も
交
通
路
と
同
様
に
、
軍
事
的
な
観
点
か
ら
複
線
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
福
岡
県
域
に
お
い
て
は
、
古

代
山
城
の
分
布
と
も
リ
ン
ク
し
て
く
る
（
大
高
二
〇
一
八
）。

肥
後
国
全
体
で
見
れ
ば
、
熊
本
平
野
か
ら
下
益
城
郡
（
古
代
で
は
日
嶽
の
あ

る
小
川
町
＝
「
小
河
郷
」
は
八
代
郡
に
属
す
）
の
沿
岸
部
ぐ
ら
い
ま
で
は
烽
が

置
か
れ
て
い
た
蓋
然
性
が
高
く
、
宇
土
半
島
・
天
草
諸
島
に
も
烽
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
伸
び
て
い
た
可
能
性
を
想
定
し
た
。
そ
れ
ら
沿
岸
部
で
察
知
し
た
異
変

が
、
火
や
煙
に
よ
る
信
号
で
鞠
智
城
、
大
宰
府
、
そ
し
て
都
へ
と
い
ち
早
く
伝

え
ら
れ
る
体
制
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
今
回
の
烽
関
連
地
名
の
集
成
結
果
か
ら
す
る
と
、
こ
の
烽
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
薩
摩
・
大
隅
国
方
面
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。
小
字
以
外

の
地
名
を
見
落
と
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
南
九
州
で
も
宮
崎
県
え
び
の
市

に
「
灰
塚
」、
同
西
都
市
三
納
に
「
鳶
野
」
の
地
名
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

結
論
を
急
ぐ
こ
と
は
避
け
た
い
が
、
現
状
で
は
右
の
よ
う
な
評
価
と
し
て
お
き

た
い
。
す
な
わ
ち
、
筆
者
は
鞠
智
城
の
築
城
に
関
し
て
対
隼
人
対
策
と
し
て
の

意
味
合
い
が
大
き
か
っ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　お
わ
り
に

今
回
は
一
応
熊
本
県
の
全
域
を
検
討
の
対
象
と
し
た
が
、
豊
富
な
資
料
と
広

大
な
土
地
に
対
し
て
、
調
査
が
不
十
分
な
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
か
を
恐
れ
て

い
る
。
特
に
、
烽
候
補
地
を
詳
し
く
踏
査
す
る
こ
と
は
ご
く
限
ら
れ
た
対
象

に
し
か
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
筆
者
は
今
後
も
烽
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
復

元
、
そ
し
て
烽
の
遺
構
発
見
へ
の
取
り
組
み
を
続
け
る
所
存
だ
が
、
こ
の
よ
う

な
調
査
は
熱
意
あ
る
地
元
の
人
々
に
よ
る
知
見
や
探
索
が
大
き
な
力
と
な
る
の

で
、
今
回
の
研
究
報
告
を
機
に
古
代
の
烽
や
交
通
路
の
研
究
に
関
す
る
活
動
の

輪
が
少
し
で
も
盛
ん
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注（
一
）
二
〇
一
八
年
九
月
一
・
二
日
に
近
畿
大
学
東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

第
五
七
回
古
代
山
城
研
究
会
例
会
「
古
代
山
城
と
ノ
ロ
シ
」
で
の
報
告
「
ト
ビ
地
名
と

古
代
烽
の
立
地
形
態
」
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

（
二
）
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
）
に
よ
る
。

（
三
）
信
号
用
の
旗
を
利
用
し
た
漢
代
の
烽
燧
の
間
隔
は
五
キ
ロ
未
満
で
あ
り
（
籾
山

一
九
九
七
）、
明
代
の
烽
燧
や
朝
鮮
王
朝
の
烽
燧
も
五
キ
ロ
ぐ
ら
い
の
間
隔
で
運
用
さ
れ

て
い
た
（
酒
寄
一
九
九
七
）。
唐
制
が
三
〇
里
間
隔
と
す
る
と
こ
ろ
を
日
本
の
養
老
令
が
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敢
え
て
四
〇
里
と
す
る
理
由
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

（
四
）
西
南
方
向
約
一
〇
キ
ロ
の
距
離
で
山
陽
道
沿
い
に
位
置
す
る
富
田
（
と
ん
だ
）
の
地

名
は
、
烽
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
五
）
天
照
山
の
山
頂
に
は
下
の
方
か
ら
尾
根
沿
い
に
続
く
土
塁
状
の
高
ま
り
や
石
材
の
散

乱
が
認
め
ら
れ
る
が
、
烽
の
遺
構
で
あ
る
か
は
判
然
と
し
な
い
。

（
六
）「
生
駒
山　

飛
火
が
岡
に
」（
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』
の
読
み

下
し
文
）
と
の
一
節
が
あ
る
。

（
七
）「
春
日
野
の
飛
火
の
野
守
い
で
て
見
よ
今
幾
日
あ
り
て
わ
か
な
つ
み
て
ん
」（
岩
波
書

店
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
今
和
歌
集
』）。

（
八
）
鎌
倉
時
代
に
も
「
と
ぶ
ひ
」
の
用
例
が
あ
る
が
、
中
世
以
降
は
概
し
て
「
の
ろ
し
」

と
い
う
表
現
が
一
般
化
し
て
い
く
よ
う
で
あ
る
（
服
部
一
九
九
七
）。

（
九
）
対
馬
に
お
い
て
は
、
海
岸
線
の
展
望
の
利
く
岬
に
あ
る
飛
岳
、
飛
崎
（
鳶
崎
）、
鳶
嶽
、

飛
坂
な
ど
の
「
ト
ビ
」
地
名
が
既
に
注
目
さ
れ
て
い
た
（
永
留
一
九
七
九
）。

（
一
〇
）
熊
本
県
分
は
『
明
治
前
期
全
国
村
名
小
字
調
査
書
』
六
（
内
務
省
地
理
局
編
纂
善

本
叢
書
三
五
、九
州
Ⅲ
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
六
）
に
「
熊
本
県
町
村
字
調
」
と
し
て

収
載
。

（
一
一
）
Ｐ
Ｃ
ソ
フ
ト
「
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
」
に
よ
り
国
土
地
理
院
基
盤
地
図
情
報
を
利
用
し
、

視
認
解
析
な
ど
地
形
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
名
の
検
索
に
は
上
村
重
次
編

『
改
訂
明
治
前
期
熊
本
県
町
村
字
名
分
類
索
引
』
一
～
一
〇
（
私
家
版
、
二
〇
〇
一
～

二
〇
〇
三
）
を
活
用
し
た
。

（
一
二
）
ほ
か
に
「
ス
ス
〔
煤
〕」「
ス
ズ
〔
鈴
・
錫
〕」「
ツ
ツ
ミ
・
ツ
ヅ
ミ
〔
鼓
・
鞁
〕」「
ス

ミ
（
炭
）」
で
始
ま
る
地
名
も
一
応
集
成
し
た
が
、
割
愛
す
る
。

（
一
三
）除
い
た
ト
ビ
地
名
は
以
下
の
通
り
。「
ト
ビ
イ
シ（
飛
石
）」「
ト
ビ
イ
リ（
飛
入
）」「
ト

ビ
イ
ワ
（
鳶
岩
な
ど
）」「
ト
ン
グ
ウ
（
飛
宮
）」「
ト
ビ
ノ
キ
（
飛
ノ
木
）」「
富
籠
屋
敷
（
ト

ミ
ゴ
モ
リ
ヤ
シ
キ
）」「
ト
ビ
セ（
飛
瀬
）」「
ト
ビ
ノ
ス（
鳶
巣
な
ど
）」「
飛
付（
ト
ビ
ツ
キ
）」

「
ト
ビ
ナ
ガ
（
飛
永
）」「
ト
ビ
ハ
タ
（
飛
畑
）」「
ト
ビ
マ
ツ
（
飛
松
）」「
ト
ビ
ヤ
（
飛
屋
）」

「
ト
ミ
ヤ
シ
キ
（
富
屋
敷
）」「
ト
ビ
ワ
タ
リ
（
飛
渡
）」。

（
一
四
）「
灰
」
で
始
ま
る
地
名
は
ほ
か
に
「
ハ
イ
ガ
サ
コ
（
灰
ヶ
迫
）」「
ハ
イ
キ
（
灰
木
）「
ハ

イ
ケ
ヅ
ル
（
灰
毛
鶴
）」「
ハ
イ
ク
チ
（
灰
口
）」「
ハ
イ
ク
ボ
（
灰
久
保
）」「
ハ
イ
サ
カ
（
灰

坂
・
這
坂
・
拝
坂
）」「
ハ
イ
サ
コ
（
灰
迫
）」「
ハ
イ
ジ
マ
（
灰
嶋
）」「
ハ
イ
ダ
テ
（
灰
立
）」「
ハ

イ
ツ
キ
（
灰
付
）」「
ハ
イ
ツ
チ
（
灰
土
・
灰
辻
）」「
ハ
イ
ト
オ
（
灰
塔
）」「
ハ
イ
ト
リ
（
灰

取
）」「
ハ
イ
ハ
ラ
（
灰
原
）」「
ハ
イ
ヤ
キ
（
灰
焼
）」
が
あ
っ
た
が
、
割
愛
す
る
。

（
一
五
）「
ト
ミ
」
と
読
む
可
能
性
も
あ
る
「
十
三
」
の
付
く
地
名
（
池
田
一
九
八
九
）
に
つ

い
て
は
、「
ジ
ュ
ウ
サ
ン
」
と
読
む
も
の
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
割
愛
す
る
。 

（
一
六
）
正
確
に
は
、「
カ
ブ
ラ
ヤ
の
城
」
と
呼
ば
れ
た
坂
下
城
（
下
坂
下
字
城
平
に
所
在
）

と
二
つ
に
分
か
れ
て
い
た
。

（
一
七
）
一
六
六
九
年
に
成
っ
た
『
国
郡
一
統
志
』（
寺
社
総
録
十
、
玉
名
郡
）
に
は
中
下
津

原
村
に
「
飛
尾
大
明
神
〈
阿
蘇
二
宮
十
一
面
観
音
平
等
寺
〉」
と
記
載
が
あ
り
、
同
（
名

社
志
七
、
玉
名
郡
）
に
も
「
飛
尾
大
明
神
者
阿
蘇
二
宮
也
。
聖
武
帝
天
平
年
中
建
。
白

河
院
承
暦
元
年
菊
池
則
隆
再
建
。
有
平
等
寺
。」
と
記
す
。『
肥
後
国
誌
』
に
も
下
津
原

村
に
「
飛
尾
大
明
神
社
〈
東
郷
四
百
余
町
ノ
鎮
護
神
〉」
と
あ
る
。『
肥
後
地
志
略
』（
井

澤
長
秀
撰
。
森
下
功
・
松
本
寿
三
郎
編
『
肥
後
国
地
誌
集
』
青
潮
社
、
一
九
八
〇
所
収
）

玉
名
郡
に
も
、「
飛
尾
社　

下
津
原
村
に
有
／
天
平
十
五
年
阿
蘇
太
神
を
勧
請
す
。」
と

あ
る
。

（
一
八
）
両
者
は
旧
稿
で
は
敢
え
て
触
れ
な
か
っ
た
が
、
今
回
肥
後
国
と
の
関
係
で
烽
の
候

補
地
と
考
え
る
こ
と
に
し
た
。 

（
一
九
）
合
志
郡
は
一
八
九
六
年
に
菊
池
郡
に
編
入
さ
れ
た
。 

（
二
〇
）
こ
の
西
一
キ
ロ
程
の
地
点
に
は
改
寄
町
の
「
灰
塚
原
」
の
小
字
が
あ
る
。
た
だ

し
、
高
原
駅
家
は
植
木
町
植
木
付
近
に
推
定
す
る
と
の
説
も
有
力
で
あ
る
（
鶴
嶋

一
九
九
七
）。
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（
二
一
）『
肥
後
文
献
叢
書
』
三
（
隆
文
館
、
一
九
一
〇
）
所
収
。『
肥
後
国
誌
』（
巻
三
、
飽

田
郡
、
横
手
手
永
、
横
手
村
祇
園
宮
）
も
同
書
を
引
用
す
る
。

（
二
二
）
直
接
烽
に
は
関
わ
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
旧
木
原
村
に
は
上
飛
田
（
ヒ
ダ
）・
下
飛

田
の
小
字
が
あ
る
。

（
二
三
）
近
世
の
文
献
（『
求
麻
外
史
』
お
よ
び
『
南
藤
蔓
綿
録
』）
の
文
亀
三
年
（
一
五
〇
三
）

の
記
事
に
「
富
岡
城
主
（
留
岡
城
主
）」
と
あ
る
こ
と
が
主
た
る
根
拠
で
、
全
面
的
に
は

依
拠
で
き
な
い
。

（
二
四
）「
灰
塚
」
に
つ
い
て
、
上
村
重
次
氏
は
ハ
イ
は
「
這
」
や
「
拝
」
の
事
例
も
あ
る
こ

と
を
示
す
と
と
も
に
、
シ
ル
シ
と
し
て
の
「
牌
」
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
（
上
村

一
九
九
六
）。

（
二
五
）
延
暦
十
八
年
（
七
九
九
）
の
全
国
的
な
烽
の
廃
止
の
際
も
、
大
宰
府
管
内
は
対
象

外
と
さ
れ
た
が
（『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
八
関
幷
烽
候
事
、
延
暦
十
八
年
四
月
十
三
日
官

符
）、『
延
喜
式
』（
巻
二
十
八
、
兵
部
省
）
に
「
凡
太
宰
府
所
部
国
放
レ
烽
者
、
明
知
二
使

船
一
、
不
レ

問
二

客
主
一
、
挙
二

烽
一
炬
一
。
若
知
レ

賊
者
放
二

両
炬
一
。
二
百
艘
已
上
放
二

三

炬
一
。」
と
あ
る
よ
う
な
外
交
使
船
や
賊
船
の
見
張
り
は
、
ほ
と
ん
ど
が
対
馬
や
壱
岐
、

玄
界
灘
沿
岸
で
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

参
考
文
献

（
論
文
等
）

赤
星
雄
一　

二
〇
一
四　
「
肥
後
国
の
古
代
官
道
」『
国
士
舘
考
古
学
』
六

網
田
龍
生　

二
〇
一
七　
「
熊
本
平
野
の
道
」『
海
路
』
一
三

池
田
末
則　

一
九
八
九　
「
新
十
三
塚
考
」『
民
俗
文
化
』
一

井
上
辰
雄　

一
九
七
〇　
『
火
の
国
』
学
生
社

上
村
重
次　

一
九
九
一　
『
玉
名
の
地
名
』（
私
家
版
）

上
村
重
次　

一
九
九
六　
『
字
図
で
見
る
球
磨
の
地
名
』
蘇
春
堂
情
報
セ
ン
タ
ー

大
田
幸
博　

二
〇
〇
七　
「
飛
岳
」『
大
矢
野
氏
の
活
躍
』
上
天
草
市
史
、
大
矢
野
町
編
二
、

中
世

亀
谷
弘
明　

一
九
九
八　
「
情
報
と
社
会
―
古
代
の
烽
―
」『
歴
史
と
地
理
』
五
一
四

木
下　

良　

一
九
七
九　
「
肥
後
国
」
藤
岡
謙
二
郎
編
『
古
代
日
本
の
交
通
路
』
Ⅳ
、
大
明
堂

木
下　

良　

一
九
八
六　
「
歴
史
地
理
的
に
み
た
交
通
・
通
信
・
情
報
の
諸
問
題
」『
歴
史
地

理
学
紀
要
』
二
八

木
下　

良　

二
〇
〇
二　
「
古
代
の
交
通
と
役
所
」『
南
関
町
史
』
特
論

木
下　

良　

二
〇
〇
三　
「
西
海
道
の
古
代
交
通
」「
古
代
交
通
研
究
」
一
二

木
下　

良　

二
〇
〇
九　
『
事
典　

日
本
古
代
の
道
と
駅
』
吉
川
弘
文
館

木
下　

良　

二
〇
一
三　
「
烽
と
交
通
路
」『
日
本
古
代
道
路
の
復
原
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館

木
本
雅
康　

二
〇
〇
三　
「
西
海
道
に
お
け
る
古
代
官
道
研
究
史
」『
古
代
交
通
研
究
』
一
二

木
本
雅
康　

二
〇
〇
四　
「
地
名
か
ら
古
代
の
“
烽
”
を
探
す
」『
地
名
を
歩
く
』
別
冊
歴
史

読
本
八
一
、
新
人
物
往
来
社

木
本
雅
康　

二
〇
一
四　
「
鞠
智
城
西
南
部
の
古
代
官
道
に
つ
い
て
」『
鞠
智
城
跡
Ⅱ
』
論
考

編
一
、
熊
本
県
教
育
委
員
会

久
保
山
善
映　

一
九
三
九　
「
九
州
に
於
け
る
上
代
国
防
施
設
と
烽
火
の
遺
蹟
」『
肥
前
史
談
』

一
三
‐
六

今
平
利
幸　

一
九
九
七　
「
飛
山
城
跡
発
掘
調
査
概
要
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代
国
家
と
の
ろ

し
」
宇
都
宮
市
実
行
委
員
会
／
平
川
南
／
鈴
木
靖
民
編
『
烽
［
と
ぶ
ひ
］
の
道
』
青
木

書
店
（
以
下
、『
烽
の
道
』
と
す
る
）

今
平
利
幸　

二
〇
〇
八　
『
飛
山
城
跡
』
同
成
社

坂
田
邦
洋　

一
九
九
七　
「
玉
名
郡
衙
」『
企
画
展
「
玉
名
郡
衙
」』
玉
名
市
立
歴
史
博
物
館
こ
こ

ろ
ピ
ア

酒
寄
雅
志　

一
九
九
七　
「
朝
鮮
半
島
の
烽
燧
」
前
掲
『
烽
の
道
』
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佐
藤　

信　

一
九
九
七　
「
古
代
国
家
と
烽
制
」
前
掲
『
烽
の
道
』

高
橋
富
雄　

一
九
七
一　
「
烽
の
制
度
と
そ
の
実
態
」『
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀

要
』
三

瀧
川
政
次
郎　

一
九
五
二
ａ　
「
律
令
時
代
の
国
防
と
烽
燧
の
制
」『
律
令
諸
制
及
び
令
外
官

の
研
究
』
法
制
史
論
叢
第
四
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
六
七
所
収

瀧
川
政
次
郎　

一
九
五
二
ｂ　
「
春
日
の
飛
火
野
」『
大
和
文
華
』
七

瀧
川
政
次
郎　

一
九
五
三　
「
唐
兵
部
式
と
日
本
軍
防
令
」『
律
令
格
式
の
研
究
』
法
制
史
論

叢
第
一
冊
、
一
九
六
七
所
収

瀧
川
政
次
郎　

一
九
六
一　
「
高
見
の
烽
」『
ひ
ら
お
か
』
九

武
部
健
一　

二
〇
〇
五　

木
下
良
監
修
『
完
全
踏
査　

続
古
代
の
道
』
吉
川
弘
文
館

鶴
嶋
俊
彦　

一
九
七
九
「
古
代
肥
後
国
の
交
通
路
に
つ
い
て
の
考
察
」『
駒
沢
大
学
大
学
院
地

理
学
研
究
』
九

鶴
嶋
俊
彦　

一
九
九
七　
「
肥
後
国
北
部
の
古
代
官
道
」『
古
代
交
通
研
究
』
七

鶴
嶋
俊
彦　

二
〇
〇
四　
「
肥
後
国
」
古
代
交
通
研
究
会
編
『
日
本
古
代
道
路
事
典
』
八
木
書

店

豊
元
国　
　

一
九
六
八　
「
烽
の
研
究
」
小
田
富
士
雄
編
『
西
日
本
古
代
山
城
の
研
究
』
日
本

城
郭
史
研
究
叢
書
一
三
、
名
著
出
版
、
一
九
八
五
所
収

永
留
久
恵　

一
九
七
九　
「
古
代
の
烽
燧
」『
対
馬
古
代
史
論
集
』
名
著
出
版
、
一
九
九
一
所

収

服
部
英
雄　

一
九
九
七　
「
中
世
・
近
世
に
使
わ
れ
た
「
の
ろ
し
」」
前
掲
『
烽
の
道
』

日
野
尚
志　

一
九
九
六　
「
西
海
道
」
木
下
良
編
『
古
代
を
考
え
る　

古
代
道
路
』
吉
川
弘
文

館

松
原
弘
宣　

二
〇
〇
九　
「
日
本
古
代
の
通
信
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
烽
」『
日
本
古
代
の
交
通

と
情
報
伝
達
』
汲
古
書
院

峰
岸
純
夫　

一
九
九
七　
「
中
世
の
飛
山
城
跡
」
前
掲
『
烽
の
道
』

向
井
一
雄　

二
〇
〇
七　
「
古
代
烽
に
対
す
る
基
礎
的
検
討
」『
戦
乱
の
空
間
』
六

籾
山　

明　

一
九
九
七　
「
中
国
の
烽
燧
施
設
と
そ
の
生
活
」
前
掲
『
烽
の
道
』

（
自
治
体
史
・
郷
土
誌
類
）

※
冒
頭
に
自
治
体
名
を
掲
げ
五
十
音
順
で
並
べ
、
自
治
体
史
の
編
者
・
発
行
者
に
つ
い
て

は
省
略
し
た
。
必
ず
し
も
本
文
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
小
字
の
位
置
の
確
認
な
ど

に
参
照
し
た
も
の
も
含
む
。

天
草
町　

一
九
七
八　
『
天
草
町
郷
土
誌
』

有
明
町　

一
九
七
〇　
『
有
明
町
郷
土
誌
』
第
四
集

荒
尾
市　

二
〇
〇
一　
『
荒
尾
市
史
』
絵
図
・
地
図
編

宇
土
市　

一
九
九
九　
『
新
宇
土
市
史
』
資
料
編
第
一
巻
、
絵
図
・
地
図

小
川
町　

一
九
七
九　
『
小
川
町
史
』

鹿
央
町　

一
九
八
九　
『
鹿
央
町
史
』

嘉
島
町　

一
九
八
九　
『
嘉
島
町
誌
』

鹿
北
町　

一
九
九
六　
『
鹿
北
町
文
化
遺
産
マ
ッ
プ
』（
鹿
北
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
共
編
）

鹿
本
町　

二
〇
〇
五　
『
鹿
本
町
史
』
下
巻

河
内
町　

一
九
九
一　
『
河
内
町
史
』
地
誌
編

菊
鹿
町　

一
九
九
六　
『
菊
鹿
町
史
』
本
編
お
よ
び
資
料
編

菊
水
町　

二
〇
〇
五　
『
菊
水
町
史
』
絵
図
・
地
図
編

菊
水
町　

二
〇
〇
六　
『
菊
水
町
史
』
資
料
編

熊
本
市　

一
九
九
八
ａ　
『
新
熊
本
市
史
』
第
一
巻
通
史
編
、
自
然
／
原
始
・
古
代

熊
本
市　

一
九
九
八
ｂ　
『
新
熊
本
市
史
』
第
二
巻
通
史
編
、
中
世

熊
本
市　

一
九
九
三　
『
新
熊
本
市
史
』
別
編
第
一
巻
、
絵
図
・
地
図
下
、
近
代
・
現
代

熊
本
県　

二
〇
一
二　
『
熊
本
県
市
町
村
合
併
史
（
三
訂
版
）』

泗
水
町　

二
〇
〇
一　
『
泗
水
町
史
』
下
巻
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七
城
町　

一
九
九
一　
『
七
城
町
誌
』

岱
明
町　

二
〇
〇
五　
『
岱
明
町
史
』

玉
名
市　

一
九
九
二　
『
玉
名
市
史
』
資
料
篇
一
／
二
、
絵
図
・
地
図
／
地
誌

富
合
町　

一
九
七
一　
『
村
誌　

富
合
の
里
』

南
関
町　

一
九
九
九　
『
南
関
町
史
』
絵
図
・
地
図

西
合
志
町　

一
九
九
四　
『
西
合
志
町
史
』
資
料
編

人
吉
市　

一
九
九
〇　
『
人
吉
市
史
』
第
二
巻
下

益
城
町　

一
九
九
〇　
『
益
城
町
史
』
通
史
編

松
橋
町　

一
九
八
四　
『
松
橋
の
地
名
と
そ
の
歴
史
』（
林
田
憲
義
著
）

苓
北
町　

一
九
八
五　
『
苓
北
町
史
』
史
料
篇

（
調
査
報
告
書
）

熊
本
県
教
育
委
員
会　

一
九
七
八　
『
熊
本
県
の
中
世
城
跡
』
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第

三
〇
集

熊
本
県
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
九　
『
飛
尾
横
穴
群
』
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第
二
四
六
集

熊
本
県
教
育
委
員
会　

二
〇
一
二　
『
鞠
智
城
跡
Ⅱ
』
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第
二
七
六
集

熊
本
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
七　
『
二
本
木
遺
跡
群
Ⅱ
』
二
本
木
遺
跡
群
第
一
三
次
調
査
区

発
掘
調
査
報
告
書

福
岡
県
教
育
委
員
会　

二
〇
一
七　
『
福
岡
県
の
中
近
世
城
館
跡
』
四
、
福
岡
県
文
化
財
調
査
報

告
書
二
六
〇

苓
北
町
教
育
委
員
会　

一
九
八
六　
『
富
岡
城
（
城
の
歴
史
と
城
跡
）』

（
事
典
類
）

※
執
筆
に
あ
た
り
参
照
し
た
事
典
類
に
つ
い
て
は
特
に
註
記
し
な
か
っ
た
。

日
本
歴
史
地
名
大
系
四
四
『
熊
本
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
五

角
川
歴
史
地
名
大
辞
典
四
三
『
熊
本
県
』
角
川
書
店
、
一
九
八
七

島
方
洸
一
企
画
・
編
集
統
括
『
地
図
で
み
る
西
日
本
の
古
代
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
九

（
追
記
）

第
1
～
4
・
7
・
10
図
は
Ｐ
Ｃ
ソ
フ
ト
「
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
」
に
よ
り
国
土
地
理
院
基
盤
地

図
情
報
を
利
用
し
て
筆
者
が
作
成
し
た
図
を
元
に
し
て
お
り
、
標
高
は
二
倍
に
強
調
表

示
し
て
い
る
。




